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貴台におかれましては、「核兵器のない世界」の実現に向けてご尽力をいただき、半

田市民を代表し、深く感謝を申し上げます。 

 

２０１７年７月７日に、核兵器禁止条約は１２２か国の賛成を得て国連で採択され、

本年１月２２日に発効いたしました。 

 

本市も加盟いたします日本非核宣言自治体協議会（事務局：長崎市）からは、これ

までに、早急に条約の参加に向けた取組を進めるよう強く要望する決議を発していま

す。また、多くの地方自治体が条約への署名、批准を求めている中ではありますが、

核兵器完全廃絶につながる画期的な条約へ、正面から向き合うことを本市としても願

うものです。 

 

そこで、今般の条約の発効に際し、核兵器禁止条約の署名・批准を、核兵器廃絶に

向けた有効なアプローチとして視野に入れて取組を深化させるとともに、核兵器廃絶

に向けた議論に参加するため、核兵器禁止条約の締約国会議にオブザーバーとして参

加していただくようお願いいたします。 

 

なお、半田市は、平成５年３月５日に非核・平和都市宣言を議決しております。 

この宣言では、世界唯一の核被爆国である日本が、平和と核廃絶を全世界に向かっ

て訴え続けるよう、世論を喚起することが市民ひとりひとりの義務であることをうた

い、非核世界の実現を願い、美しい自然と安全で平和な都市の創造のために自ら行動

することを誓う内容としています。 

 

こうした本市の非核・平和都市宣言の志の上にたち、核兵器禁止条約が発効した今

だからこそ、「核兵器のない世界」に向けた国際的な役割をなお一層発揮いただくこ

とをお願いするものであります。 

 

 


